
令 和 ６ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立日高高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 地域の期待に応え、社会で活躍できる生徒を育てる学校       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学

校評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏

まえて評価を受けた日とする。 
       

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 授業改善を進め、基礎学力の向上を図る 

２ 基本的生活習慣（SNS 等との付き合い方を含む）を確立させ、豊かな心身を育む 

３ 組織的・計画的な進路指導を充実させ、一人ひとりの進路実現を図る 

４ 地域との連携を一層深め、開かれた学校づくりを推進する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者学校関係者    ５名 

    生徒    ２名 

  事務局(教職員) ６名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ １ 月 ２ ３ 日 現 在 ）  実施日 令和７年１月２８日 

番 号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達 成 度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】授業研究や授業改善を行い、88％の生

徒が授業に満足している。基礎力診断テストを

活用し、生徒の実態に即した授業を展開するこ

とにより、95％の生徒が「授業がわかる」と回

答。 

【課題】タブレットを活用した授業の工夫と推

進。引き続き、基礎学力の向上、探究型学習の

推進、観点別評価の完成、資格取得に対する意

識改善が必要。 

授 業 の 満 足 度

85％以上を維持す

ること等を通じ

て、学習意欲を高

め基礎学力を向上

させる。 

①教員相互の授業観察や研修会を通じて、教員の授業力を向上させ、生徒の基

礎学力の定着を目指す。 

②年 2 回の学校評価アンケート（6 月、12 月）を実施し、経年変化の調査を継

続する。 

③自習室の開室・利用促進、朝学習、一人一台端末（1 学年）、学習サポータ

ー、日本語支援員、全クラス配付の新聞 4 紙を活用して、学習意欲を育成す

る。 

④基礎力診断テストを活用し、個々の学習到達度を把握し、個に応 

 じた学習指導をさらに充実させる。 

⑤探究学習に挑戦させ、達成感と向上心を育成する。 

①授業公開や研修会を実施できたか。 

②アンケートの結果、「授業がわかる」、「授業に満足」

の回答 85％以上。保護者の満足度 95％以上を維持できた

か。 

③自習室・朝学習の実施状況。一人一台端末（1 学年）・

学習サポーター・新聞を活用できたか。 

④基礎力診断テストの結果を基に基礎学力がどれくらい伸

長したか。 

⑤探究型学習に積極的に取り組む生徒の割合が増加した

か。 

①授業公開週間や年次研修等の研究授業で相互の

授業を参観・協議し、授業力の向上に繋がった。 

②「授業が分かる」92％、「授業に満足」86％、

「保護者の満足度」94％と高い数値を維持してい

る。 

③学習サポーター、日本語支援員を活用し、学習

意欲や学力向上に繋げた。 

④基礎力診断テストの伸長度を計測した結果、確

実な基礎学力の向上が見られた。 

⑤検定試験・資格取得者数はやや減少。「検定へ

積極的に取り組めた」と回答した生徒は 68.7%で

あった。 

B 

【課題】引き続き、基礎学力の向

上、探究型学習の推進、観点別評

価の完成、資格取得に対する意識

改善が必要。授業満足度の一層の

向上に向けての工夫。 

【改善策】委員会等で、学力の一

層の向上や、探究型学習の研究・

構築を推進。放課後補習や学習室

を活用。タブレットを活用した授

業の工夫と推進。 

 

「わかる授業」92％「授業に満

足」86％は昨年度に引き続き高い

数字である。目標達成に向け、教

員が一体となっていることが窺え

る。生徒の授業中の態度も良好で

ある。探究学習の充実によりどの

ような教育効果が出るか期待され

る。さらなる工夫や向上を目指し

授業満足度も継続できる。 

２ 

【現状】落ち着いた生活環境になりつつあり、

挨拶のできる生徒が増加した。多くの社会貢献

活動をとおして、本校の地域への貢献度や存在

感も高まっている。 

【課題】基礎的生活習慣の確立に向け、引き続

き組織的・継続的に指導をする必要がある。

SNS や ICT との正しい付き合い方を徹底する。

また、地域の期待に応え、社会に活躍できる生

徒を育てるため、学校行事・社会貢献活動に積

極的に参画し、自己有用感を持たせることが望

まれる。 

基本的生活習慣を

確立し、規律ある

態度を身につけさ

せる。 

①挨拶励行・時間厳守・整理整頓の目標を教室に掲示し、規律ある生活態度を

育成する。 

②TPO に応じた服装指導等を学校全体で実施する。 

③SNS や ICT の正しい理解に向けた指導を徹底し、生徒を被害者 

 にも加害者にもさせないよう、トラブルの発生を防止する。 

①「ルールを守っている」「整理整頓ができている」「挨

拶をする」と回答した生徒が 90％を超えたか。 

②登校時、全校集会時に実施できたか。 

③SNS や ICT に関わる注意喚起を継続的に行い、トラブル

の発生を防止できたか。 

①「ルールを守っている」93％、「整理整頓がで

きている」92％、「挨拶をする」85％と高い水準

を維持している。 

②組織的に実施。適切に対応している。 

③生徒指導懲戒件数は 6 件と減少。 

A 

【課題】遅刻者等は増加傾向。基

本的生活習慣の確立に向け意識の

改善を図る。 

【改善策】登校指導、HR 指導、全

校集会等を通じて学校全体で生活

指導を継続的に実施する。 

 

公開授業の見学を通して学校全体

が落ち着いていると感じる。学習

意欲も高く中学校側としても見習

いたい。達成状況を見ると大変良

い結果であり、教員一人一人の努

力が見てとれる。体験活動や、社

会貢献活動は徐々に回復してい

る。部活動の加入率や定着率の向

上が課題である。地域連携を推進

することにより、地域での存在感

も高まっていくのではないか。 

体験活動や社会貢

献活動に積極的に

参加させることに

より、生徒の豊か

な心身を育成す

る。 

①校外学習（5 月）、体育祭（6 月）、文化祭（9 月）、生徒会立会演説会（10

月）、強歩大会（11 月）等の学校行事等に積極的に取り組ませ、生徒の自立

心と協調性を育成する。 

②地域や地元団体からのボランティア要請には、できるだけ応え、多くの生徒

が地域に貢献できるように指導する。地元小中学校等との交流や地域貢献活

動を実施する。 

③SC や保健室・関係委員会と職員全体を結び付ける校内支援体制を構築し、特

別支援教育や教育相談の充実を図る。 

①「積極的に行事に参加している」と回答した生 

 徒が 90％を超えたか。 

②生徒が何らかの社会貢献活動に参加できたか。 

 小中学校等との連携事業に参加できたか。 

③特別支援教育推進委員会・教育相談委員会の定 

 期的な開催に加え、ＳＣ等の活用や保健室・関 

 係機関と連携し、効果的な取組ができたか。 

①「積極的に行事に参加している」との生徒の回

答は 94％。 

②日高市と連携し、市内の小学生を対象に体験講

座を実施（日本史探究有志、女子サッカー部、か

るた部）。日高市音楽のつどい（軽音楽部）、日

高市青少年の主張大会への参加等、地域との連携

を深めた。 

③専門家の活用と関係機関の連携を図り、支援を

充実させた。 

A 

【課題】地域連携を推進する。生

徒の実態に即した指導・支援を継

続させる。 

【改善策】地域と連携して、生徒

の参加形態の工夫や意識づけを確

実に行う。生徒理解や保護者対応

について教職員が理解を深め、生

徒がより良い学校生活を送ること

ができるように工夫改善を行う。 

３ 

【現状】各学年で工夫した進路計画を組織的に

指導し、ほぼ全員の進路を確定することができ

た。 

【課題】進路に対する意識が希薄な生徒もい

る。生徒の職業観や就労への意識を高める工夫

や機会を増やし、個々の生徒の適性に応じた進

路指導が求められている。 

計画的・組織的な

統一した進路指導

により、生徒全員

の進路実現を目指

す。 

①3 年間を見通した進路計画を策定し指導をして、さらに見直しを図りながら

生徒一人一人に適した進路指導を実施する。 

②進路行事・キャリア教育講演会を実施し、生徒の進路意識を向上させる。 

③情報発信の工夫により、家庭の理解を深め協力を求める。 

④外部機関や就職支援アドバイザーとの連携により、生徒をオープンキャンパ

スや合同企業説明会に積極的に参加させる。 

①計画的かつ組織的に指導できたか。3 年生全員の進路先

を決定できたか。 

②充実した進路行事等を実施できたか。 

③保護者宛文書や一斉メールを活用できたか。 

④就職支援アドバイザーを十分に活用できたか。 

 進路相談対応を充実させることができたか。 

①計画的かつ組織的に指導し、概ね希望に合った

進路が内定した。 

②生徒満足度の高い講演会を実施し、進路意識の

向上に繋がった。 

③情報発信の工夫により、保護者と連携し理解と

協力が得られた 。 

④就職支援アドバイザーを進路行事において活用

する等、活用形態を工夫し、希望する生徒全員が

参加した。 

B 

【課題】就職希望が減少し進学志

望が増加傾向。幅広い進路選択を

視野に本人に適切な進路指導を実

現していくことが課題。 

【改善策】就職、進学に対応でき

るように、1，2 年生から進路を意

識した日頃の学校生活の大切さを

集会等で伝えていく。 

 

計画的に指導していることで生徒

の進路意識が高まっている。達成

状況も結果が出ている。特に進学

率の向上は高校自身の変化にも繫

がると思われる。困難が伴うと思

われる自分の人生設計において外

部指導を活用しているところも良

い。 

４ 

【現状】昨年度創立 50 周年を迎え、地域や保

護者の期待は高まっている。地元小中学校との

信頼関係を維持している。PTA との関係も良好

である。 

【課題】学校説明会等を見直し、新しい手段を

活用し、志願者の確保に向けた取組を学校全体

で行う必要がある。地域・保護者との連携を一

層深め、開かれた学校づくりを進めることが求

められる。 

ＰＴＡ活動をより

充実させるなど保

護者との連携を深

める。 

①PTA だよりを年 2 回発行し、保護者への広報活動に努め、ホームページに掲

載する。 

②保護者会等あらゆる機会を通じて一斉配信メールへの登録を呼びかけ、様々

な場面で一斉配信メールを活用する。 

③ＰＴＡ理事会等を通じて保護者同士のネットワークを構築し、ＰＴＡ活動の

充実を図る。 

①PTA だよりやホームページを通じて、PTA 活動の情報発信

ができたか。 

②一斉配信メールを通じた保護者への連絡・配信回数が年

間 50 回を超えたか。 

③効果的な PTA 活動を実施できたか。 

①PTA だよりは 2 号発行。第 3 号を 3 月に発行予

定。総会や活動の様子をホームページに掲載し

た。 

②一斉配信メールは 1 月上旬で約 70 回配信。 

③例年並みの PTA 活動を実施できた。 

B 

【課題】役員改正により各行事の

開催に向けて、ＰＴＡ活動の継続

性が引き続き課題である。 

【改善策】役員以外の保護者へも

ＰＴＡ活動の情報発信をしてい

く。 

 

ＨＰは内容が精選され、落ち着い

た学校の様子が伝わってくる。地

域から生徒を見ても大きな問題は

ない。日高高校が地域のステータ

スとして今後も学校全体で盛り上

がることを期待する。ＰＴＡとの

関係も良好。ＰＴＡ活動は任意団

体であり、在り方を見直していく

必要がある。学校説明会等の見直

し、新しい手段の活用、今後の高

校の変革に繫がるものと思われ

る。探究学習などでお互いに協力

体制を作っていきたい。 

本校の魅力を情報

発信し、本校理解

を高め、志願者を

確保する。 

①ホームページの内容を充実させ、更新回数年間 180 回以上を 

 目指す。また、「日高高校だより」を学期に 1 回以上発行す 

 ることを目標とする。 

②学校説明会の内容を充実させ、本校の魅力を積極的に発信する。 

③入試倍率 1 倍超を実現させる。 

④日高市や近隣の学校との連携を強化し、開かれた学校づくりを推進する。 

①ホームページを年間 180 回以上更新できたか。「日高高

校だより」を学期に 1 回以上発行できたか。 

②学校説明会等への参加者数が前年度よりも増加したか。 

③入試倍率 1 倍超を実現できたか。 

④日高市や近隣の学校との連携し、探究学習等で協力体制

を強化できたか。 

①ホームページは内容の精選、質の向上に取り組

んだ。「日高高校だより」は学期に 2 回発行(134

～138 号まで発行）。 

②参加数は前年度より減少したが、出前授業等を

工夫して実施。 

③中学生人口が減る中、生徒募集は苦戦してい

る。 

④初の日高市内中学校・義務教育学校教職員向け

説明会を実施。 

B 

【課題】ホームページに加え、イ

ンスタ等を活用するかは要検討課

題。学校と地域と WIN WIN の活動

を発展させる。 

【改善策】広報活動の充実を図

る。日高市や近隣の学校との連携

を強化し、志願者の増加に工夫と

改善を図る。 

 


